
 
 

 

令和 5 年度事業報告 

令和 5 年 4 ⽉１⽇から令和 6 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 
 

特定⾮営利活動法⼈ 
エコパートナーとっとり 
理事⻑  ⼤野⽊ 昭夫 

1. とっとり⾃然環境館の事業成果 

〇委託事業について 

（1）平成 25 年（2013 年）10 ⽉ 20 ⽇に開館した「とっとり⾃然環境館」の運営・管理を⿃取⽶⼦
ソーラーパーク株式会社から引き続き受託しており、開館から⼊館者数の推移は下表及び下図に⽰
すとおりである。 
 ⼊館者数は令和 5 年 2 ⽉ 1 ⽇から令和 6 年 1 ⽉ 31 ⽇まで 12,492 ⼈であったため、インセンティ
ブ契約に基づき、⿃取⽶⼦ソーラーパーク株式会社からインセンティブ 110 万円を受領した。 

今年度は⿃取県地球温暖化防⽌活動推進センターと連携して⼩学⽣から⼤学⽣を対象とした「再
⽣可能エネルギー発電所ツアー」を 7 回（参加者 323 ⼈）、及び⼩学⽣を対象とした「再⽣可能エネ
ルギー⼯作教室」を 20 回（参加者 555 ⼈）⾏った。そのほかカードゲームの実施や紙芝居（動画）
の放映を⾏い地球温暖化に対する理解を深めた。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

月 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

4 830 590 1,052 1,388 1,249 1,676 341 919 1,013 1,073
5 730 994 1,020 2,309 1,418 3,672 102 910 973 1,118
6 794 691 1,169 1,659 1,778 949 246 780 490 651
7 560 1,514 2,938 2,271 1,844 1,935 271 761 638 1,075
8 725 1,368 1,174 1,606 1,396 1,331 538 1,102 1,314 1,649
9 748 937 1,216 1,566 833 784 293 1,045 589 1,096

10 103 1,290 1,677 1,562 1,655 2,331 2,058 526 1,245 1,461 1,312
11 494 1,587 1,252 1,219 1,561 992 824 721 1,177 1,017 1,549
12 208 583 820 532 626 552 429 544 627 946 623
1 221 704 767 631 193 486 546 315 538 584 434
2 826 492 602 722 743 570 1,003 606 294 635 911
3 655 472 1,178 906 1,098 727 1,171 726 986 918 1,001

年度計 2,507 9,515 12,390 14,141 16,675 14,176 16,378 5,229 10,384 10,578 12,492 124,465

年度

図-1 ⼊館者数推移図 

表-1 ⼊館者数推移⼀覧表 



 
 

 
（2）とっとり⾃然環境館が開館から 10 年を迎え、10 周年を記念したフェスタを令和 5 年 11 ⽉ 4
⽇（⼟）に開催し、未来エネルギープロジェクトの発表、災害時に活動する⾞両の展⽰のほか、⿃取
県、⽶⼦市、江府町が共催団体となり、各団体が出展ブースの運営を⾏った。また、協賛団体の⿃取
⽶⼦ソーラーパーク（株）から協賛⾦として 40 万円を受領した。 
 
（3）⿃取県が主催する「とっとり再⽣可能エネルギーフェア」の再エネ発電⼯作業務、及び 
再エネのミニセミナーの実施を（株）新⽇本海新聞社⻄部本社から受託し、⼩学⽣とその保護者に再
エネの発電⼯作の指導とフェアの参加者に再エネのミニセミナーを実施した。 
 

〇新エネルギーの普及啓発・導⼊促進事業について 

 中海体験クルージング実⾏委員会が主催する「中海環境フェア」が令和 5 年８⽉ 26 ⽇（⼟）に開
催され、とっとり⾃然環境館は（株）エスジーズと共同で出展した。その様⼦は中海テレビ放送で後
⽇放映された。 
 
 

事業の実施に関する事項 

（１）委託事業 
事業名 事業内容 (A)事業実施⽇ 

(B)事業実施場所 
(C)従事者の⼈数 

(D)受益対象者の範囲 
(E)⼈数 

活動計算書
の事業費の
⾦額（単
位：千円） 

① とっとり
⾃然環境
館運営に
関する業
務委託 

⿃取⽶⼦ソーラーパー
ク㈱が運営する環境教
育施設「とっとり⾃然
環境館」の運営管理を
⾏った。 

(A) 令和 5 年 4 ⽉ 1 ⽇~令
和 6 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

 
(B) とっとり⾃然環境館 
 
(B) 6 ⼈ 
 

(D)⼀般市⺠ 
 
(E)⼊館者 12,492 ⼈ 

16,248 

② とっとり
再⽣可能
エネルギ
ーフェア
の再エネ
発電⼯作
業務ほか 

 

フェアにおいて再エネ
のミニセミナーを⾏う
とともに、⼩学⽣とそ
の保護者に再エネの発
電⼯作を指導した。 

(A)令和 6 年 1 ⽉ 27 ⽇ 
 

(B)⽶⼦産業体育館 
 
(C)  8 ⼈ 

(D)⼀般市⺠ 
 
(E)約 300 ⼈ 
 

440 

 
 
 
 



 
 

２. ⿃取県地球温暖化防⽌活動推進センターの事業成果 

令和４年 4 ⽉１⽇より、⿃取県から地球温暖化防⽌活動推進事業を受託して、「ゼロカーボンとっ
とり」の名称で活動を開始して２年経過した。 

 
事業成果は以下の通りである。 
 

１、 県内外から地球温暖化防⽌活動に関する情報を幅広く収集し、県⺠への情報発信を⾏うととも
に、⾏政と⼀体になって脱炭素社会の実現に向かって施策等々を実践して、⾏動変容につなが
る啓発活動をした 

２、 ゼロカーボンアイデアコンテストは、夏休みの期間にアイデアを募集、１１⽉２６⽇に発表会
をして、県⺠の脱炭素社会への関⼼を⾼めた。県下の⼩学校３年⽣に環境教育シートを配布し
て、家族で楽しく学びながら家庭での省エネ活動の実践につなげた。エネルギーツアーは８コ
ース、再エネ⼯作教室は２1 回実施して、⾝近な省エネ活動の実践や、暮らしの変化に対する
⾏動変容につなげた。 

３、 ⾦融機関の意⾒交換会は２回実施、事業所における省エネ対策、省エネ投資の普及拡⼤につな
がる事業活動を促した。⿃取県登録省エネ診断員は１８名認定、トライアル診断を１０事業者
実施して、実践を通した専⾨家の育成をした。⿃取⼤学と協働で脱炭素経営を学んだ学⽣が県
下の企業インタビューを実施、企業の脱炭素に関わる取り組みを広報した。 

 

 

 

今年度の取り組み⽅針は、以下の通りとした。 

１、地球温暖化防⽌活動推進センターの知名度を上げるとともに、温暖化対策の取り組みを促進
し、脱炭素社会に向かって歩みを進める。県内の地球温暖化防⽌活動を推進して、県⺠の地球
温暖化防⽌に関する意識の向上とその活動を県内に拡⼤する。 

２、地域における気候変動による災害リスクや暮らし⽅の変化の事例を基に、県⺠の CO２削減を
促進する啓発を通して、⾏動変容につなげる。 

３、事業者に向けては、将来の経営環境をとらえた脱炭素経営の道筋につながる各施策を紹介し、
全国または県内の先進的事例の紹介を通し、温暖化防⽌活動の啓発を拡⼤する。 

 



 
 

事業の実施に関する事項 

事業名 事業内容 
(A）当該事業実施⽇ 
(B)当該事業実施場所 
(C)従事者の⼈数 

(D)受益対象者の範囲 
(E)⼈数 

活動計算書の事業
費の⾦額 
（単位：千円） 

(1) 
家庭・地域で
地球温暖化対
策に向けた啓
発活動 

定期的に、地球温暖
化に係る情報や⾏政
施策、地域における
気候変動の影響・適
応に係る情報の発信
をした。 

イベントに出展し
て、将来の脱炭素社
会を紹介した。 

（Ａ） 
令和 5 年 4 ⽉〜令和
6 年 3 ⽉、イベント
11 ⽉ 26 ⽇ 
（Ｂ） 
ホームページ、FB、
X、イベント会場・境
港夢みなとタワー 
(C) 
15 ⼈ 

(D) 
エコサポーターズ、⼀
般県⺠ 
 
(E) 
不特定多数、イベント
91 ⼈ 

８８０ 

 
 

(2) 
地域の地球温
暖化防⽌活動
を推進する地
球温暖化防⽌
活動推進員の
育成  

エコ端会議はオンラ
インで 2 回、養成講
座は対⾯とオンライ
ン併⽤で１回開催し
た。推進員の専⾨知
識の向上、スキルア
ップを促進した。 

(A) 
エコ端会議・令和 5 年
7 ⽉ 29 ⽇、12 ⽉ 2
⽇、養成講座・令和６
年２⽉３⽇ 
 
(B)  
エコパ会議室、駅パル
倉吉 
 
(C) 
39 ⼈ 

(D) 
推進員、アドバイザー 
 
(E) 
39 ⼈ 

３，１５８ 
 

(3) 
とっとり環境
教育・学習ア
ドバイザー制
度の運⽤ 

アドバイザー派遣の
依頼 6 件に対応し
た。 

(A) 
令和 5 年 6 ⽉ 9 ⽇、7
⽉ 26 ⽇、8 ⽉ 4 ⽇、 
9 ⽉ 6 ⽇、10 ⽉ 13
⽇、令和 6 年 2 ⽉ 8 ⽇
(B) 
 公⺠館、学校 
(C) 
6 ⼈ 
  

(D) 
⼀般県⺠、学⽣ 
 
(E) 
不特定多数 

 0 
 



 
 

事業名 事業内容 
(A）当該事業実施⽇ 
(B)当該事業実施場所 
(C)従事者の⼈数 

(D)受益対象者の範囲 
(E)⼈数 

活動計算書の事業
費の⾦額 
（単位：千円） 

(4) 
実践的環境教
育の実施 
 

県と連携して、ゼロ
カーボンアイデアコ
ンテスト、再⽣エネ
ルギーツアー8 回、
再エネ⼯作教室 21 回
を実施して、県⺠の
⾏動変容につなげ
た。 

(A) 
コンテスト令和 5 年
11 ⽉ 26 ⽇、ツアー7
⽉ 24 ⽇〜11 ⽉ 20
⽇、⼯作教室 7 ⽉ 21
⽇〜12 ⽉ 3 ⽇ 
 
(B)  
コンテスト・境港夢み
なとタワー、ツアー・
県下再エネ施設、⼯
作・とっとり⾃然環境
館 
 
(C) 
125 ⼈ 
 

(D) 
⼀般県⺠ 
 
(E) 
エコツアー314 ⼈ 
⼯作教室 550 ⼈ 

５，９９５ 

 

(5) 
事業者向け普
及啓発の実施 

⾦融機関の意⾒交換
会は２回実施して、
事業所における省エ
ネ対策、省エネ投資
の普及拡⼤につなが
る事業活動を促し
た。⿃取県登録省エ
ネ診断員は１８名認
定、トライアル診断
を１０事業者実施し
て、実践を通した専
⾨家の育成をした。
⿃取⼤学と協働で脱
炭素経営を学んだ学
⽣が県下の企業イン
タビューを実施し
て、企業の脱炭素に
関わる取り組みを広
報した。 
 

(A） 
意⾒交換会・令和 5
年 8 ⽉ 2 ⽇、11 ⽉
29 ⽇、省エネ診断・
令和 5 年 6 ⽉ 3 ⽇〜
令和 6 年 2 ⽉ 2 ⽇、
⿃⼤・令和 5 年 7 ⽉
13 ⽇〜10 ⽉ 19 ⽇ 
 
(B) 
意⾒交換会・倉吉未
来中⼼、省エネ診
断・県下企業、⿃
⼤・県下企業 
 
(C) 
33 ⼈ 

(D) 
⾦融関係、県下企業 
 
(E) 
⼈数 150 ⼈ 

３，７３２ 



 
 

事業名 事業内容 
(A）当該事業実施⽇ 
(B)当該事業実施場所 
(C)従事者の⼈数 

(D)受益対象者の範囲 
(E)⼈数 

活動計算書の事業
費の⾦額 

（単位：千円） 

（６） 
とっとりエコ
ライフ構想普
及啓発事業の
実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ライトダウンイベン
トでは、県、市町村
及び賛同企業・団体
の職場及び家庭の照
明を⼀⻫に消灯し
た。同時に、キャン
ドルナイトイベント
を実施した。 
「とっとりエコライ
フ構想」の趣旨に則
り、我慢ではなく快
適に省エネを進める
ライフスタイルに沿
った普及啓発事業を
実施した。 

(A） 
令和 5 年 7 ⽉ 7 ⽇ 
 
(B) 
とりぎん⽂化会館、
参加団体事務所 
 
(C)15 ⼈ 

(D)⼀般県⺠ 
 
(E)500 ⼈ 

１，６６６ 

(7) 
太陽光発電等
に関する窓⼝
開設及び普及
活動 
 
 

太陽光発電に関する
Q＆A 集を制作、太
陽光発電の紹介チラ
シを３,０００部作成
して、催し物等で配
布するとともに県⺠
からの質問に対応し
た。 

(A） 
令和 6 年 1 ⽉ 10 ⽇〜
3 ⽉ 31 ⽇ 
 
(B) 
エコパ事務所 
 
(C)3 ⼈ 

(D)⼀般県⺠ 
 
(E)不特定多数 

１，６５０ 

（８） 
トットリボー
ン COP28 派
遣に係るコン
テンツ制作及
び情報発信⽀
援 
 
 
 
 

COP28 に派遣された
トットリボーン使節
団に同⾏取材した。
本派遣事業に関する
取り組み状況が住⺠
へ伝わるように県の
情報発信を⽀援し
た。この取り組みが
住⺠の⾏動変容につ
ながるきっかけとす
るため、県と連携を
とりながら効果的な
広報をした。 

（Ａ） 
令和 5 年 11 ⽉ 29 ⽇〜
12 ⽉ 5 ⽇ 
 
（Ｂ） 
アラブ⾸⻑国連邦・ド
バイ⾸⻑国 
 
(C) 
7 ⼈ 

(D) 
⼀般県⺠ 
 
(E) 
不特定多数 

１，９８０ 



 
 

３. 特定⾮営利活動に係る事業成果 

通常総会は、令和 5 年 5 ⽉ 19 ⽇に開催して、前年度の事業報告と今年度の予算・事業計画を審
議し承認された。 

 
新エネルギーの普及啓発・導⼊促進事業について 

 中海体験クルージング実⾏委員会が主催する「中海環境フェア」が、令和 5 年８⽉ 26 ⽇（⼟）
に開催され、とっとり⾃然環境館は（株）エスジーズと共同で出展した。その様⼦は中海テレビ放
送で後⽇放映された。 
 

事業の実施に関する事項 
 

事業名 
 

事業内容 
(A）事業実施⽇ 
(B)事業実施場所 
(C)従事者の⼈数 

(D)受益対象者の範囲 
(E)⼈数 

活動計算書の事
業費の⾦額 
（単位：千円） 

通常総会 前年度の事業
報告と今年度
の予算・事業
計画を審議し
て承認され
た。 
 

(A） 
令和 5 年 5 ⽉ 19 ⽇ 
 
(B) 
エスジーズ会議室 
 
(C) 10 ⼈ 
 

(D) 
理事、監事 
 
(E)  
10 ⼈ 

 0 
 

 

新エネルギ
ーの普及啓
発・導⼊促
進事業 

中海環境フェ
アに出展し
て、環境活動
の啓発をし
た。 

(A) 
令和 5 年 8 ⽉ 26 ⽇ 
 
(B) 
⽶⼦⾷品会館 
 
(C) 
 5 ⼈ 
 

(D) 
⼀般市⺠ 
 
(E) 
不特定多数 
 

０ 

 

 

 

 

 










